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項　目 件数 件 　　　名 議決結果
知事提出の予算案件
知事提出の条例案件

知事提出のその他案件

議員提出の条例案件

３件
５件
１２件
３件
１件
１件

１件

令和４年度奈良県一般会計補正予算（第５号） 等
奈良県個人情報の保護に関する法律施行条例 等
公共土木施設災害復旧事業にかかる委託契約の変更について 等
教育委員会の委員の任命について 等
地方自治法第１７９条第１項の規定による専決処分の報告について
地方自治法第１８０条第１項の規定による専決処分の報告について
奈良県議会議員の議員報酬額、費用弁償額及び期末手当の額並び
にその支給条例の一部を改正する条例

原案可決
原案可決
原案可決
原案同意
原案承認
報告受理

原案可決

※全ての議案等の件名及び議員別の表決結果は、ホームページに掲載しています。12月定例会 議決結果

可決した意見書
この定例会では、意見書１件を可決しました。
意見書は、内閣総理大臣のほか関係大臣などに
提出しました。

地域の中小企業・小規模事業者へ
の支援充実を求める意見書

意 見 書

　３５２回目となる１２月定例会を、１２月１日から１２月１５日までの１５日間の日程で開
催しました。
　今定例会には、知事から令和４年度一般会計補正予算をはじめ、条例など２５議案
が提出され、議員からは議員の期末手当を一部改正する条例案を提出しました。
　開会日には、荒井知事から提案理由の説明を受けたほか、代表質問初日に全国都
道府県議会議長会自治功労者表彰等伝達式が行われました。また、１５人の議員が県
政全般について代表質問や一般質問を行い、活発な議論をしました。
　さらに、各常任委員会を開催し、付託議案の審査などを行い、知事から提出のあっ
た議案について、原案どおり可決や承認などをしました。
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代表質問12月定例会

奈良市八条・大安寺
周辺地区について

荻田 義雄議員 （自民党連合・創生）
おぎ た　 よし お

八条・大安寺周辺地区のまちづく
り、特に、県が目指す最先端の情報

技術を活用したまちづくりの実現のた
め、県として、今後どう取り組んでいく
のか。

県では、最先端技術を活用し高度な
都市サービスを提供する「ＡＩタウ

ン」を目指すことを提唱し、まちづくりの
コンセプトに関する議論を続けてきた。
今年度は、まちづくりビジョンの具体化を
図る検討会の立ち上げを準備しており、
交通やエネルギー等、様々な分野のアイ
デアを頂きながら、検討を深めていく予
定。
京奈和自動車道大和北道路、（仮称）奈良
ＩＣやＪＲ関西本線の高架化・新駅の整備に
より、本県の新たな玄関口、また新たな拠
点となることが期待されるエリアにふさ
わしい先進的な都市サービスの実現に向
け、取り組んでいく。

答

●県政運営●新型コロナウイルス感染症の
拡大及びその影響への対応●大規模広域防
災拠点●県立医科大学新キャンパス等の整
備●中央卸売市場の再整備●史跡太安萬侶
墓の整備●名阪国道における休憩施設

他の質問項目

問

大和平野中央田園
都市構想について

田中 惟允議員 （自由民主党）
た なか  ただみつ

令和５年度は、大和平野中央田園都
市構想を検討段階から実行段階へ

と引き上げていく、重要な年になるが、こ
の構想の実現に向けて、今後、具体的に
どう取り組んでいくのか。

民間事業者の参画を得たコンソー
シアム形式の検討会及びフォーラ

ムの開催や、磯城郡３町における、スポー
ツ施設を核とした２つの「ウェルネスタウ
ン」と「（仮称）奈良県立工科大学とスター
トアップヴィレッジ」をテーマとする拠点
整備に向けた取組を進めつつ、令和５年２
月開催予定の２回目のフォーラムにおい
て「大和平野中央田園都市構想」を示し、
将来の姿をより明確なものにしたいと考
えている。令和５年度は、構想に基づく民
間事業者の先進的なアイデアの実装や、
拠点整備の具現化などを進めていく予
定。

答

●（仮称）奈良県立工科大学の設置構想●保
育所、幼稚園等における送迎バスの安全管
理対策●「福祉の奈良モデル」の構築●新型
コロナワクチン接種の推進●リニア中央新
幹線●県域水道一体化

他の質問項目

問

畝傍山周辺エリアの
整備について

山本 進章議員 （自民党倭）
やまもと  のぶあき

畝傍山周辺エリアにおけるスポー
ツ施設の整備について、どのように

考えているのか。
令和１３年の国民スポーツ大会・全
国障害者スポーツ大会の本県開催

等を見据え、橿原市と令和４年１０月に新
たなスポーツ拠点の整備について覚書を
締結し、協議を進めている。
県は、橿原市立橿原運動公園の北側部分
に、第１種陸上競技場とサブトラックとし
て第３種陸上競技場を新たに設置する方
針に至った。
また、県立橿原公苑は、既に文化とス
ポーツが調和している地域にあることか
ら、スポーツだけではなく様々な文化イ
ベントにも活用できる多機能複合型ア
リーナの整備がふさわしいと考えてい
る。
引き続き、橿原市とともに検討を進め、今
年度中にスポーツ施設に関する基本計画
をまとめたい。

答

●奈良県フォレスター
●ムジークフェストならの今後の展開
●通学路の安全確保

他の質問項目

問

中央卸売市場の
再整備について

藤野 良次議員 （新政なら）
ふじ の 　よしつぐ

再整備においては、賑わいづくりや
地域の活性化といった観点から、民

間事業者の創意工夫を活用することが重
要だが、そうした観点も踏まえ、今後どう
進めていくのか。

令和４年７月実施のアイデア募集で
は、活気に満ちた市場で買い物を楽

しめるマルシェや、新鮮な「食」を楽しむ
フードホールによる賑わいづくりのほか、
集客につながる民間収益施設として、奈
良の薬草を利用した温浴施設の整備な
どの提案があった。
県が目指す「食」の拠点づくりに向け、民
間事業者の柔軟な発想を採り入れなが
ら、市場の整備施設や整備手法を決定
し、令和５年度の公募の準備を進める。卸
売市場という地域の資産を十分に活用し
て、多様な人々が交流する活き活きとし
た市場となるよう再整備を進めていく。

答

●県と市町村の協働によるまちづくり
●県内公共交通サービスの維持
●企業誘致
●ＩＣＴ教育
●学校における働き方改革
●大和郡山市内における河川改修

他の質問項目

問

生活保護行政
について

小林 照代議員 （日本共産党）
こばやし てる よ

生活保護の利用を考える方が、ため
らわず申請できるよう、また不適

切・不当な対応を受けることのないよう、
制度の適正な運用が求められているが、
県としてどう取り組むのか。

県では、「生活保護の申請は国民の
権利」、「ためらわずに相談を」とい

うメッセージをＨＰなどで積極的に発信し
ているほか、制度概要などの説明のため
作成している「生活保護のしおり」の表現
見直しを進めており、その結果は、県内の
福祉事務所及び市町村と共有していく。
また、毎年度、全ての福祉事務所に法に
基づく事務監査を行い、是正改善の必要
が認められた場合は、速やかに改善する
よう指導している。
今後も、適切に制度を運用し、生活に困
窮されている方の事情に寄り添った支援
を着実に行うよう努める。

答

●県有資産の処分方針
●会計年度任用職員
●マイナンバーカードの取得

他の質問項目

問

がん患者への
支援について

大国 正博議員 （公明党）
おおくに  まさひろ

がん医療の進歩によって、治療を受
けながら日常生活を営めるように

なる中、治療に伴う外見の変化等によ
り、身体的・精神的な負担を感じている方
への支援について、どう取り組んでいく
のか。

治療を継続しながら社会生活を送
るがん患者が増加しており、外見の

変化を補ったり、外見の変化に起因する
苦痛を軽減する取組であるアピアランス
ケアが重視されるようになってきている。
県でも医療従事者等を対象にした研修会
や病院間の意見交換を実施し、相談支援
体制を強化している。
医療用ウィッグや人工乳房等の補整具の
購入には患者の経済的負担が生じてお
り、県内では４市町村で補整具の購入に
対する助成が創設されている。県として
も、市町村と連携した支援を検討する。

答

●子育て支援の充実に向けた取組●住みよ
い福祉のまちづくり●近鉄大和西大寺駅の
高架化と近鉄奈良線の移設●高齢者施設に
おける新型コロナウイルス感染症第８波へ
の備え●１１０番映像通報システム

他の質問項目

問
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一般質問12月定例会

私立高校の授業料
無償化について

小林 誠議員 （日本維新の会）
こ  ばやし まこと

ロシアによるウクライナ侵略等を背
景とする物価高騰により、子育て世

代の負担が増えている。教育の機会均等
の観点から、大阪府、京都府のように、無
償化の対象を世帯収入５９０万円まで拡
充すべきではないか。

県では、家庭の経済事情により進学
を諦めることがないよう、低所得者

層への支援という考え方に基づき授業料
軽減補助制度を設けている。
令和２年度には施設整備費等も補助対象
に加え、国の就学支援金と併せて、非課
税世帯に対しては、県内私立高校の授業
料と施設整備費を合わせた額の平均水
準にあたる５７万円まで、３５０万円未満世
帯に対しては４８万３千円まで支援を拡充
した。
引き続き、ご家庭の声に耳を傾けなが
ら、奈良県の実情に即した形で制度を着
実に実施していく。

答

●関西広域連合への加入
●２０２５年大阪・関西万博
●児童虐待への対応
●ひとり親世帯へのさらなる支援
●デジタル式補聴援助システム

他の質問項目

問

南部地域における
医療人材等の確保
について
浦西 敦史議員 （自民党倭）
うらにし　あつ し

過疎・高齢化が進む南部地域で、安
心して健やかに暮らすには、地域医

療等を担う専門人材の確保・育成が重要
だが、市町村に対する支援を含め、県は
どう取り組んでいくのか。

県では、自治医大卒業医師の派遣、ドク
ターバンク事業や修学資金制度により医

師確保に努めてきた。市町村が行う看護師等の
育成・確保に対しては、職業紹介事業の実施や
南和広域医療企業団による看護師派遣を行っ
ている。引き続き、人材育成・確保について、南
部地域の市町村等と連携し、検討していく。

答

問

●国内外からの誘客促進●

南部・東部地域の観光振興●南部・東部地域
における食の振興●交番・駐在所の最適化

他の質問項目

太陽光発電パネル等の
適正処分について

阪口 保議員 （無所属）
さかぐち たもつ

太陽光発電パネルは有害物質を含
むものもあり、県として太陽光発電

パネル等の適正処理についてどう考えて
いるのか。また、太陽光発電設備の設置
規制の条例制定も要望する。

県では条例で、施設の適正な撤去と廃棄
を事業者に義務づけるとともに、事業譲

渡時に責任の所在が不明確とならないよう事
業者の地位承継について規定を設けることを検
討している。また、廃棄物処理法に基づく発電
設備の適正処分について、事業者に改めて法制
度の周知を図り、違反時には厳格に対処する。

答

問

●県内公共交通の維持・充実●辻町
インターチェンジの整備●一般国道１６８号十津川村高津法
面対策工事●生駒市壱分町・東生駒大規模開発プロジェクト

他の質問項目

平城宮跡南側地区の
公園整備について

池田 慎久議員 （自由民主党）
いけ だ　 のりひさ

当地区の整備計画はどうか。また、観光客
の利便性と安全性の向上には、北側の平城

宮跡への行き来が可能な歩道橋や地下道の整備
など、安全な動線確保が必要と考えるがどうか。

朱雀大路の再現整備や、大極殿等の眺望
が楽しめる芝生広場などを計画してい

る。大宮通り北側と当地区をつなぐ、歩道橋や
地下道の整備については、地下遺構への影響
等、様々な角度からの検討が必要であり、まず
は現在の横断歩道方式の中で来園者の安全性・
利便性向上確保について検討していきたい。

答

問

●大阪・関西万博をきっかけに
関西を訪れる観光客の奈良県への誘客戦略●奈
良県におけるがん対策●県が管理する道路の維
持管理の充実●自転車が関係する交通事故対策

他の質問項目

性暴力被害者サポート
センターの強化について

山村 幸穂議員 （日本共産党）
やまむら  さち ほ

性犯罪・性暴力による被害を受けた方
が、いつでも、安心して相談できる体

制を確保するため、今後、県では、センター
の強化に向けてどう取り組んでいくのか。

令和３年１１月から、国のコールセン
ターと連携し、休日や夜間にも相談

対応できる体制を整えた。しかし、対応し
ていない時間帯も一部あるため、今後、
24時間３６５日の窓口体制を検討してい
く。また、被害者支援の質を向上させるた
め、相談員のスキルアップにも取り組み、
センターの機能強化に努めていく。

答

問

●ゼロカーボンに向けた取組
●近鉄奈良線の移設●子ども医療費助成制度●
包括的で科学的な根拠に基づいた性教育

他の質問項目

質問・答弁の全文は

代表質問・一般質問とその答弁を
掲載した会議録を、次の定例会開
会までに奈良県議会
ホームページに掲載
します。

▶奈良テレビでは、本会議の代
表・一般質問を生中継してい
ます。
▶インターネットでは、本会議
の全日程や委員会の審議の
様子をライブ配信するととも
に、録画配信も行っていま
す。
※感染予防のため、
可能な限りこちら
をご活用願います。

奈良県議会中継 検索

議会の様子をテレビや
インターネットで視聴できます

 第２２回都道府県議会議員研
究交流大会が、東京都千代田
区の会場及びオンラインにて、
１１月９日、１０日に開催され、本
県議会も含め、全国から多くの
議員が参加しました。
　大会では、全世代型社会保
障についての基調講演のほか、
３つの分科会で「女性や若者な
ど多様な人材の議会参画の促
進」などをテーマに、政策課題等について、情報や意見の交換が
行われました。

 都道府県議会議員研究交流大会に参加
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　７月１４日に行った第１６回紀
伊半島三県議会交流会議に
おいて、観光振興や熊野川流
域の総合的な治水対策及び
土砂災害対策について、三県
議会が連携して、国に要望し
ていくことで合意したことか
ら、１１月９日、観光庁及び国土
交通省に対し、三県議会合同
の要望書を提出しました。
　本県からは岩田議長が参加し、今後も引き続いての支援をお
願いしました。

紀伊半島三県議会交流会議
要望活動を実施

県営住宅の
改修・更新について

樋口 清士議員 （自由民主党）
ひ ぐち  きよひと

老朽化や居住ニーズの変化の中、
誰もが安心して暮らせる住宅を供

給し続けるには、中長期的な視点での計
画的な改修・更新が必要だが、県はどう
取り組んでいくのか。

老朽度に応じて優先順位を定めつつ、今
後は更にペースをあげて計画的に大規模

修繕や建替を進めていく。その際には、バリアフ
リー性能、断熱性能の向上等を進めるとともに、
集約建替等により生じる跡地の活用・処分も積
極的に検討する。今後も、幅広い世帯が安心し
て健康に暮らせる県営住宅の整備等に努める。

答

問

●歯科健診の推進
●情報産業の集積促進
●生駒市北部地域の道路ネットワーク整備

他の質問項目

公立学校体育館の
環境整備について

疋田 進一議員 （無所属）
ひき だ　 しんいち

体育館は、災害時の避難所など、様々な活
用が想定される施設であり、空調設備を

はじめ、安全で快適な環境整備を進めることが
必要だが、現在の状況と今後の方針はどうか。

空調の設置率は、小中学校２１.９％、高校６.
３％、特別支援学校６６.７％となっている。県は、

市町村への国庫補助制度の情報提供や、国への予算
確保の要望により支援を行っている。今後、県立高校
では、長寿命化整備を行う際に検討し、特別支援学校
については、優先的な空調の設置を検討していく。

答

問

●ドローンの活用●リニア中央新幹
線「奈良市附近駅」と東西の高速道路ネットワーク●在宅
介護における現役世代の負担軽減●教員が子どもと向き
合うための余裕を作る施策●不登校児の学習機会の確保
●県と南部・東部市町村との協議の場と関係市町村

他の質問項目

九条バイパスの
整備について

川口 延良議員 （自民党連合・創生）
かわぐち  のぶよし

九条バイパスは、にぎわい拠点となる天
理駅周辺地区と健康づくり拠点となる長

柄運動公園との連携を強化する重要な道路だ
が、現在の整備状況と今後の見通しはどうか。

平成２７年度に事業着手し、これまで、設
計、用地取得を進め、現在、約４割の用地

を取得した。また、バイパス南側約６００ｍの区
間において、大部分で用地取得の目途がたっ
たため、文化財調査を進め、今年度、一部区間
で擁壁工事に着手した。今後も、残りの用地を
早期に取得し、完成に向け取り組んでいく。

答

問

●自然体験活動を取り入れ
た保育・幼児教育の推進●奈良盆地周遊型
ウォークルート●農業の担い手の育成・確保●

小中学校におけるＩＣＴ端末

他の質問項目

学研高山地区
第２工区のまちづくり
について
粒谷 友示議員 （自民党連合・創生）
つぶたに  とも し

現在県は、生駒市とどのような協議を
行っているのか。また、今後まちづく

りの検討にどのように関わっていくのか。
県策定の「関西文化学研究都市の建設計
画」の変更等について相談を受けており、

産業を中心とするまちづくりの方向性に賛同して
いるが、生駒市がより具体的に事業内容を示され
る必要があると考えている。今般生駒市では、事
業推進会議を新設されたが、この会議で議論が
深まるものと考え、県も参加させて頂いている。
今後とも生駒市の取組に協力してまいりたい。

答

問

●生駒市域における幹線道
路の整備●生駒市内の竜田川の河川改修●

不登校対策●生駒市内の大規模開発●新生
駒警察署の早期完成

他の質問項目

※県議会では感染症対策として、来庁時の検温と手指消毒、マスクの
着用をお願いしています。また、感染状況によってはプログラムの変
更や中止する場合もありますので、あらかじめご承知ください。

往復はがき又は県ホームページから、1組1回限
りで２名まで申し込みいただけます。
参加者全員のお名前（ふりがな）と代表者の住
所・電話番号（HPの場合は、メールアドレス）、車
いす利用の方はその旨を明記してください。

※記載事項に不備がある場合は、申込無効とさせていただきます。

申込方法２月６日（月）締切（必着）
５０名（車いすスペースは２名まで）
※応募者多数の場合は抽選
〒630‐8501 奈良市登大路町３０
奈良県議会事務局 議場コンサート係
☎0742‐27‐8950
詳細は、奈良県議会ホームページ
https://www.pref.nara.jp/1690.htm
を参照ください。

申込期限
募集人員

申込先

議場コンサートの来場者募集

12時30分～13時（開場12時）

要申込 入場無料

日時 会場

11回目となる議場コンサートを２月定例会
の開会日に開催します。今回は、奈良県在住
の南城 愛、優姉妹によるグランドハープと
フルートの演奏でお楽しみいただきます。
議場コンサートに是非お越しください。奈良県議会 議場

（議会棟）
２月１７日（金）

一般質問12月定例会
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